










































GM-CSFとTNFによるトリガリング作用に， mitogen-activated pfotein kinase(MAPK)のサブタイプであ
るp38MAPKが関与していることが明らかにされた。抗C018抗体は，









好中球の様々な機能は.granu!ocyte colony-stimulating factor(G-GSF). granulocytc-macrophagc 













G-CSF. GM-CSF及びTNFにより cxtraccllularsignal-regulated kinase(ERK)及びp38mitogen-
activated protcin kinasc(p38 MAPK)がサイトカイン特異的に活性化され.GM-CSFとTNFによるトリガ
リンク少作用にp38MAPKが関与していることが明らかにされている。そこで，これらのMAPKに対する抗CD18
抗体の作用を解析した。抗CD18抗体はG-CSF.GM-CSFまたはTNFによるERKまたはp38MAPKのチロシン
リン酸化には影響を与えず，また.ERKとp38MAPKのチロシンリン酸化は抗CD18抗体自体では誘導され
なかった。これらの結果は， ヒト好中球においては， β2インテグリンを介するシグナルがGM-CSF及び
TNFによるスーパーオキシド崖生の誘導(トリガリング作用)には必須であるが， G-CSF. GM-CSF及び
TNFによるプライミング作用には必要でないこと，及び.このシグナルは制限カスケード及び細胞の伸
展とは無関係であることを示している。
以上の研究成果は，サイトカインによるヒト好中球の活性化における βtインテグリンの役割の一端
を明らかにしたものであり，著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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